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人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

村内小学校入学式（都小学校）／2022年4月6日

02 	議会だより
06 	スポーツニュース	各種大会の結果
07 	トピックス 春のカルデラ散策・村内小学校入学式 ほか
09 	健康支援センターだより	５月17日は「高血圧の日」・子育て世代包括支援センターの開設
10 	むらの事件簿	赤井川駐在所幸田所長着任・余市警察署だより 自転車の安全利用の促進 ほか
11 	お知らせ伝言板 光ブロードバンドサービス利用申込受付のお知らせ・みやこ公園パークゴルフ場オープン ほか
20 	赤井川村写真館・編集後記 
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臨

時

会

報

告

　

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
が

１
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
内
容
を
要
約
し
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
審
議
結
果
】

○
補
正
予
算
案

　
（
以
下
１
本
専
決
処
分
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12

　

号
）

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13

　

号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

　

金
給
付
事
業
費
補
助
金
（
増

　

額
）

３
，
３
８
６
万
２
千
円

・
ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
増
額
）

１
億
１
，
０
０
０
万
円

［
歳
出
］

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

　

金
給
付
事
業
（
増
額
）

３
，
３
８
６
万
２
千
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
代

　
（
増
額
）４，

５
９
９
万
４
千
円

～
～
～
～
～
～
～
～

　

令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
が

３
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
内
容
を
要
約
し
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
審
議
結
果
】

○
条
例
案

・
赤
井
川
村
地
域
公
共
交
通
バ

　

ス
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　

条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

～
～
～
～
～
～
～
～
～

定

例

会

報

告

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
が

３
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
内
容
、
一
般
質
問
を
要

約
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
村
長
行
政
報
告
】

〇
余
市
下
水
処
理
場
に
お
け
る

　

下
水
道
広
域
化
推
進
総
合
事

　

業
の
建
設
費
に
係
る
協
定
の

　

締
結
に
つ
い
て

〇
令
和
３
年
12
月
１
日
以
降
工

　

事
等
発
注
状
況
に
つ
い
て

【
審
議
結
果
】

○
条
例
案

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

　

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

　

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

　

つ
い
て全

員
賛
成
で
原
案
可
決

・
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

　

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
課
設
置
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ

　

い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
国
民
健
康
保
険
税

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
議
会
議
員
及
び
赤

　

井
川
村
長
の
選
挙
に
お
け
る

　

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関

　

す
る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
廃
棄
物
の
処
理
及

　

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ

　

い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

　

ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

　

業
所
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
介
護
予
防
、
生
活

　

支
援
事
業
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
高
齢
者
世
話
付
住

　

宅
生
活
援
助
員
派
遣
事
業
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
会
計
年
度
任
用
職

　

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
特
別
会
計
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

　

つ
い
て全

員
賛
成
で
原
案
可
決

・
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
手
数
料
徴
収
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
村
有
住
宅
管
理
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

○
補
正
予
算
案

　
（
以
下
１
本
専
決
処
分
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
14 

　

号
）

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
15

　

号
）

賛
成　

連
、
曽
根
、
辻
、
川
人
、

　
　
　

湯
澤
、
山
口　
　

６
人

反
対　

能
登　
　
　
　
　

１
人

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

原
案
可
決

［
討
論
］

反
対　

能
登

　
　

債
務
負
担
行
為
と
さ
れ
て

　

い
る
「
日
常
生
活
支
援
総
合

　

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
予
算

　

額
の
根
拠
と
な
る
条
例
改
正

　

が
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
予

　

算
だ
け
が
先
行
す
る
の
は
不

　

適
切
と
考
え
ま
す
。

賛
成　

発
言
議
員
は
い
ま
せ
ん

　

で
し
た
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

議
会
だ
よ
り
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 議会だより

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
３
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
村
民
税
（
増
額
）

１
，
３
７
４
万
５
千
円

・
入
湯
税
（
減
額
）

△
３
６
０
万
円

・
地
方
交
付
税
（
増
額
）

４
，
２
４
５
万
９
千
円

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
転

　

換
理
解
促
進
事
業
補
助
金（
減

　

額
）

△
９
２
７
万
５
千
円

・
ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
増
額
）

２
，
１
８
０
万
円

・
水
道
使
用
料
（
減
額
）

△
４
１
０
万
円

［
歳
出
］

・
カ
ル
デ
ラ
温
泉
他
再
エ
ネ
導

　

入
調
査
委
託
料
（
減
額
）

△
８
９
６
万
５
千
円

・
橋
梁
補
修
設
計
業
務
委
託
料

　
（
減
額
）△

２
９
３
万
７
千
円

・
中
学
生
海
外
研
修
事
業
補
助

　

金
（
減
額
）

△
７
５
８
万
２
千
円

○
当
初
予
算
案

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医

　

療
特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

当
初
予
算
の
主
な
内
容

　

４
月
１
日
の
区
会
回
覧
で
配

布
さ
れ
た
別
冊
「
こ
と
し
の
村

の
し
ご
と
」
に
概
要
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
算
特
別
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
13
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
赤
井
川
村
介
護
予
防
、
生
活

　

支
援
事
業
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

・
赤
井
川
村
高
齢
者
世
話
付
住

　

宅
生
活
援
助
員
派
遣
事
業
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

案
に
つ
い
て

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
15

　

号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）

・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
３
号
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

・
令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医

　

療
特
別
会
計
予
算

・
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
予
算

・
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
予
算

・
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
予
算

※
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

　

の
日
常
生
活
総
合
事
業
で
、

　

条
例
作
成
が
出
来
て
い
な
い

　

部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
条

　

例
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
予
算

　

を
執
行
し
な
い
こ
と
と
委
員

　

会
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

○
意
見
書

　

意
見
書
が
１
件
提
出
さ
れ
、

　

全
員
賛
成
に
て
可
決
の
上
、

　

議
長
名
に
よ
り
国
会
及
び
関

　

係
省
庁
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

・
令
和
４
年
度
の
米
政
策
に
関

　

す
る
意
見
書

　

提
出
者　

曽
根　

敏
明

　

賛
成
者　

湯
澤　

幸
敏

一 

般 

質 

問 

と 
答 
弁

　

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
は
、

議
員
自
ら
要
約
し
て
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
一
般
質
問
と

答
弁
の
全
文
は
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
の
中
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

◆
連　
　
　
　

茂　

議
員
◆

質
問
【
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　

に
つ
い
て
】

　

総
務
省
の
資
料
に
よ
る
と
、

令
和
２
年
度
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
隊
員
数
は
全
国
で
５
，

４
６
４
名
、
受
入
れ
自
治
体

は
１
，
０
６
５
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
は
令
和
６
年
度
に

隊
員
数
を
８
，
０
０
０
人
に

増
や
す
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、

令
和
４
年
度
予
算
概
算
要
求

に
一
昨
年
度
予
算
の
３
倍
に

当
た
る
６
億
５
千
万
円
を
盛

り
込
む
方
針
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

任
期
が
最
長
３
年
、
地
域
へ

の
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら

移
住
定
住
を
図
る
取
り
組
み

で
、
隊
員
の
活
動
に
要
す
る

経
費
は
、
国
か
ら
の
特
別
交

付
税
措
置
が
な
さ
れ
、
自
治

体
に
と
っ
て
は
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
の
あ
る
制
度
で
す
。
そ

こ
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て
村
長
に
お
尋
ね
し

ま
す
。

１
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

　

対
し
て
の
基
本
的
な
方
針

　

と
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
。

２
．
過
去
の
実
績
（
人
数
・

　

男
女
比
・
活
動
内
容
・
定

　

着
数
）

３
．
募
集
の
要
件
や
募
集
に

　

か
か
る
費
用
。

４
．
今
後
の
計
画
と
可
能
性
。

　
（
具
体
的
に
今
後
数
年
間

　

の
目
標
人
数
な
ど
）

答
弁　

馬
場
村
長

<

１
点
目
に
つ
い
て>

　

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
維
持
形
成
に
重
要
で
あ
る

と
い
う
認
識
に
立
ち
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
制
度
を
活
用
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
道
の
駅
開
業
を
契

機
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
設

置
要
綱
を
制
定
し
、
道
の
駅
運

営
ス
タ
ッ
フ
活
動
を
主
と
す
る

業
務
と
、
そ
れ
以
外
で
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
募
集
や
Ｐ
Ｒ
業
務
、

地
域
の
情
報
発
信
活
動
を
担
う

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
採
用
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

<

２
点
目
に
つ
い
て>

　

平
成
26
年
10
月
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
し
て
１
名
を
委

嘱
し
て
以
後
、
隊
員
と
し
て
任

期
を
終
え
た
方
が
９
名
、
現
在

活
動
中
の
隊
員
が
２
名
（
男
性

１
名
、
女
性
１
名
）
お
り
ま
す
。
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隊
員
を
終
え
た
９
名
（
男
性

５
名
、
女
性
４
名
）
の
う
ち
、

８
名
が
道
の
駅
運
営
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、
１
名
は
役
場
内
で
ふ

る
さ
と
納
税
や
地
域
情
報
発
信

業
務
を
主
に
引
き
続
き
活
動
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

今
日
現
在
４
名
が
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
を
き
っ
か
け
と

し
て
任
期
終
了
後
も
村
内
に
定

住
し
て
お
り
、
定
着
率
は
４
４
．

４
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

<

３
点
目
に
つ
い
て>

　

募
集
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

か
ら
出
さ
れ
て
い
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
推
進
要
綱
に
基
づ

き
、
活
動
内
容
を
明
示
し
て
、

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
が
運
営
す
る
全
国
的
な

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集

す
る
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
（
ジ
ョ
イ
ン
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。

<

４
点
目
に
つ
い
て>

　

年
々
増
加
す
る
農
作
物
の
有

害
鳥
獣
被
害
へ
の
対
策
を
進
め

る
た
め
、
新
た
に
１
名
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
活
用
す
べ

く
関
連
費
用
を
予
算
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
協
力
隊
員
に
は
、
有
害

鳥
獣
の
駆
除
業
務
を
は
じ
め
、

被
害
調
査
活
動
や
適
切
な
処
分

方
法
に
つ
い
て
も
産
業
課
職
員
、

関
係
協
議
会
と
一
緒
に
活
動
を

進
め
て
も
ら
い
、
隊
員
活
動
終

了
後
も
有
害
鳥
獣
の
駆
除
や
利

活
用
に
繋
が
る
活
動
を
し
て
欲

し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
可
能
性
と
い
う
点
で

は
、
現
在
の
就
農
研
修
制
度
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、

新
規
就
農
を
希
望
す
る
都
市
部

の
人
材
に
つ
い
て
は
、
協
力
隊

制
度
を
活
用
し
て
受
け
入
れ
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
ま

た
、
遊
休
化
し
て
い
る
山
村
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
を

進
め
る
う
え
で
、
地
域
商
社
活

動
な
ど
、
協
力
隊
制
度
の
活
用

可
能
性
も
視
野
に
検
討
を
進
め

て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

質
問
【
新
規
就
農
者
に
つ
い

　
　
　

て
】

　

政
府
は
新
規
就
農
者
育

成
総
合
対
策
費
と
し
て
令

和
４
年
度
予
算
概
算
要
求

２
３
６
億
円
、
認
定
新
規
就

農
者
の
経
営
開
始
資
金
と
し

て
最
大
１
，
０
０
０
万
円
を

支
援
（
１
，
０
０
０
万
円
の

う
ち
全
額
無
利
子
融
資
の
上
、

そ
の
償
還
金
を
国
と
地
方
が

支
援
）
す
る
と
発
表
。
そ
の

他
、
道
の
支
援
や
村
の
支
援
、

子
育
て
支
援
や
村
独
自
の
住

宅
支
援
な
ど
を
活
用
す
る
と
、

か
な
り
手
厚
い
支
援
で
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
資
金
を
確
保
し

農
業
を
始
め
る
こ
と
が
で
き

そ
う
で
す
。

　

ま
た
岸
田
総
理
大
臣
は

「
半
農
半
Ｘ
と
い
う
働
き
方

の
支
援
な
ど
多
様
な
農
業
者

が
安
心
し
て
生
産
で
き
る
農

業
の
構
築
に
取
り
組
む
」
と

１
月
26
日
の
衆
議
院
予
算
委

員
会
で
、
新
た
な
農
業
形
態

を
後
押
し
す
る
考
え
を
示
し
、

柔
軟
な
発
想
と
、
柔
軟
な
施

策
の
必
要
性
を
地
方
に
期
待

す
る
声
明
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
事
を
踏
ま
え

新
規
就
農
者
対
応
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

１
．
新
規
就
農
者
に
対
す
る

　

村
の
基
本
的
な
方
針
と
こ

　

れ
ま
で
の
取
り
組
み
。

２
．
過
去
の
実
績
（
人
数
・

　

定
着
率
）

３
．
募
集
の
要
件
や
募
集
に

　

か
か
る
費
用
。

４
．
今
後
の
計
画
と
可
能
性

　
（
具
体
的
に
今
後
数
年
間

　

の
目
標
人
数
な
ど
）

答
弁　

馬
場
村
長

<

１
点
目
に
つ
い
て>

　

村
で
は
平
成
７
年
に
新
規
就

農
者
育
成
に
関
す
る
条
例
・
規

則
を
制
定
し
、
基
本
的
に
条
例

等
に
基
づ
く
受
入
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
間
、
研
修
受
入
時
の
年

齢
、
就
農
時
の
営
農
面
積
な
ど

の
受
入
要
件
、
研
修
中
、
就
農

後
の
支
援
内
容
も
時
代
と
共
に

適
宜
見
直
し
を
行
い
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
応
じ
て
受
入
体
制

の
改
善
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
２
年

間
の
研
修
を
基
本
に
着
実
に

就
農
・
定
着
に
結
び
つ
く
よ
う
、

研
修
生
、
農
業
実
習
受
入
農
家

や
生
産
組
織
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
委

員
会
・
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を

よ
り
一
層
密
に
し
て
、
新
規
就

農
受
入
を
進
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

<

２
点
目
に
つ
い
て>

　

条
例
制
定
後
23
名
が
新
規
就

農
し
て
お
り
、
村
の
補
助
事
業

な
ど
で
定
義
す
る
就
農
後
５
年

以
内
の
期
間
で
離
農
し
た
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
以
降
、
諸
事
情
に
よ
り
３
名

が
離
農
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
年

目
以
降
の
定
着
率
で
は
87
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

<

３
点
目
、
４
点
目
に
つ
い
て>

　

研
修
要
件
は
今
後
も
条
例
・

規
則
に
沿
っ
て
募
集
し
、
状
況

と
必
要
に
応
じ
て
基
本
を
維
持

し
つ
つ
も
柔
軟
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

毎
年
度
の
募
集
に
あ
た
っ
て

は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
村
窓

口
で
の
直
接
相
談
、
年
３
回
村

内
で
開
催
す
る
「
現
地
受
入
見

学
会
」、
全
国
・
全
道
の｢

農

業
人
フ
ェ
ア｣

の
参
加
を
計
画

し
必
要
経
費
を
予
算
措
置
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
新
規
就
農
支
援

措
置
も
令
和
４
年
度
か
ら
大
き

く
変
更
と
な
り
ま
す
。
村
内
で

新
制
度
適
用
と
な
る
令
和
５
年

度
就
農
予
定
者
の
対
応
に
関
し

ま
し
て
は
、
国
費
事
業
の
具
体

的
な
制
度
詳
細
を
把
握
し
た
う

え
で
、
村
独
自
制
度
と
の
兼
ね

合
い
も
含
め
総
合
的
に
検
討
し

対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
不
安
定
な

社
会
・
経
済
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

毎
年
２
名
程
度
の
研
修
受
入
を

「
目
標
」
に
受
入
体
制
・
研
修

内
容
の
充
実
、
優
良
農
地
の
確

保
と
就
農
後
の
定
着
に
必
要
な

対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

質
問
【
選
択
的
土
着
民
の
住

　
　
　

ま
い
に
つ
い
て
】

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
新

規
就
農
者
の
よ
う
に
自
ら
望

ん
で
移
住
す
る
人
た
ち
を
選

択
的
土
着
民
と
呼
ぶ
よ
う
で

す
が
、
選
択
的
土
着
民
の
方

が
最
初
に
抱
え
る
問
題
が
住

ま
い
で
す
。
今
後
、
移
住
者

の
住
宅
確
保
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
か

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
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答
弁　

馬
場
村
長

　

村
と
し
て
は
、
長
期
間
の
空

き
室
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
村

が
管
理
す
る
住
宅
や
民
間
賃
貸

住
宅
を
優
先
的
に
活
用
し
つ
つ
、

住
宅
資
源
で
あ
る
民
間
空
き

家
や
老
朽
化
は
進
ん
で
い
る
が
、

手
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
活
用

可
能
な
村
が
所
有
す
る
住
宅
の

活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
検
討
を
進
め
、
少
し
で

も
課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

◆
能
登　

  

ゆ
う　

議
員
◆

質
問
【
人
材
の
育
成
・
確
保

　
　
　

に
つ
い
て
】

１
．
少
子
高
齢
化
、
経
済
的

　

停
滞
と
い
っ
た
「
縮
む
社

　

会
」
の
中
、
地
域
の
担
い

　

手
と
な
る
「
人
材
」
に
つ

　

い
は
、
自
治
体
と
し
て
戦

　

略
的
な
育
成
・
確
保
が
必

　

要
と
考
え
ま
す
。
村
長
は

　

ど
の
よ
う
な
具
体
策
を
お

　

考
え
に
な
り
、
取
り
組
ま

　

れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

２
．
処
遇
改
善
は
人
材
を
確

　

保
す
る
上
で
大
切
な
ポ
イ

　

ン
ト
と
考
え
ま
す
。
昨
年

　

11
月
の
閣
議
決
定
を
踏
ま

　

え
、“
公
的
部
門
に
お
け

　

る
分
配
機
能
、「
人
」
へ

　

の
投
資
を
強
化
す
る
た
め
”、

　

介
護
・
保
育
等
の
現
場
で

　

働
く
方
々
の
収
入
の
引
き

　

上
る
取
り
組
み
が
始
ま
り

　

ま
し
た
。
公
立
の
施
設
・

　

事
業
所
も
対
象
と
な
り
、

　

村
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　

タ
ー
、
保
育
所
も
当
て
は

　

ま
り
ま
す
。
事
業
を
有
効

　

に
活
用
し
、
少
し
で
も
処

　

遇
改
善
に
努
め
て
い
た
だ

　

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

　

村
と
し
て
は
実
施
し
な
い

　

と
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
理

　

由
に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ

　

さ
い
。

３
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

　

度
は
、
地
方
の
ニ
ー
ズ
と

　

都
市
部
の
人
材
を
繋
ぐ
、
有

　

効
な
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
と

　

考
え
ま
す
。
役
場
職
員
の

　

下
働
き
の
よ
う
な
扱
い
を

　

さ
れ
る
な
ど
、
マ
ッ
チ
ン
グ

　

の
課
題
も
各
地
で
多
々
指

　

摘
さ
れ
る
も
の
の
、
様
々

　

な
分
野
で
の
活
躍
は
、
近

　

隣
町
村
か
ら
も
し
ば
し
ば

　

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

　

村
に
お
い
て
も
、
も
っ
と

　

幅
広
い
分
野
に
、
例
え
ば

　

福
祉
や
教
育
、
文
化
な
ど

　

の
分
野
で
も
募
り
、
多
様

　

な
担
い
手
を
受
け
入
れ
る

　
「
器
」
を
用
意
し
て
は
い

　

か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

馬
場
村
長

<

１
点
目
に
つ
い
て>

　

育
成
す
る
と
い
う
面
を
捉
え

る
な
ら
、
長
期
的
に
は
学
校
教

育
の
質
的
向
上
へ
の
取
り
組
み

で
し
ょ
う
が
、
現
状
の
改
善
で

は
、
村
政
の
中
心
と
な
る
村
職

員
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、
能
力

を
引
き
出
す
た
め
、
業
務
的
な

研
修
の
み
な
ら
ず
、
自
己
啓
発

に
繋
が
る
学
び
や
討
論
の
場
を

設
け
る
研
修
の
機
会
を
増
や
す

な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
確
保
・
育
成
と
い
う

外
部
登
用
か
ら
の
面
で
捉
え
る

な
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

は
じ
め
、
村
内
で
起
業
や
村
内

事
業
者
の
連
携
に
繋
げ
て
行
け

る
よ
う
な
人
材
や
企
業
を
確
保

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
官
民

に
お
け
る
包
括
的
連
携
の
な
か

で
進
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

<

２
点
目
に
つ
い
て>

　

保
育
部
門
に
お
け
る
会
計
年

度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ

き
ま
し
て
は
、
近
隣
の
町
や
他

地
域
の
状
況
を
調
査
し
、
当
村

と
の
比
較
検
討
を
し
た
と
こ
ろ
、

他
自
治
体
の
保
育
士
資
格
を
有

す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
と
比

べ
て
も
厚
遇
で
あ
り
、
ま
た
、

札
幌
市
が
行
っ
て
い
る
保
育
士

等
調
査
に
お
け
る
、
当
村
保
育

所
と
同
規
模
の
「
従
業
員
施
設

規
模
別
１
～
９
人
の
保
育
施
設

の
給
与
平
均
」
と
比
較
し
て
も
、

同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
状
に
お

い
て
は
当
村
保
育
部
門
に
お
け

る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
、
処
遇
の
改
善
を
要
し
な
い

と
判
断
し
ま
し
た
。

　

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ

い
て
は
、
本
村
の
介
護
職
員
賃

金
と
近
隣
の
介
護
事
業
所
求
人

情
報
等
と
比
較
し
て
も
低
賃
金

で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
他
の

会
計
年
度
職
員
と
の
均
衡
を
考

慮
し
た
判
断
で
あ
り
ま
す
。
尚
、

処
遇
改
善
加
算
を
実
施
す
る
上

で
は
、
少
な
か
ら
ず
利
用
者
の

サ
ー
ビ
ス
料
の
負
担
も
増
え
る

こ
と
も
実
施
し
な
い
判
断
の
ひ

と
つ
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

<

３
点
目
に
つ
い
て>

　

現
時
点
で
は
、
先
ほ
ど
の
連

議
員
へ
の
お
答
え
と
重
複
し
ま

す
が
、
有
害
鳥
獣
対
策
や
新
規

就
農
、
さ
ら
に
は
、
地
域
商
社

づ
く
り
の
検
討
を
は
じ
め
、
協

力
隊
員
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
も

よ
り
ま
す
が
村
内
企
業
へ
の
就

職
な
ど
、
任
期
満
了
後
に
地
域

に
定
着
で
き
う
る
受
け
皿
づ
く

り
も
し
っ
か
り
と
見
据
え
な
が

ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問
【
改
正
個
人
情
報
保
護

　
　
　

法
へ
の
対
応
に
つ
い

　
　
　

て
】

　

個
人
情
報
保
護
法
が
改
正

さ
れ
、
国
の
行
政
機
関
・
独

立
行
政
法
人
等
に
つ
い
て
は

今
年
の
４
月
か
ら
、
地
方
公

共
団
体
・
独
立
行
政
法
人
に

つ
い
て
は
令
和
５
年
の
春
か

ら
施
行
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
は
各
地
の

自
治
体
が
国
に
先
行
し
て
条

例
整
備
を
行
っ
て
き
た
背
景

も
あ
り
、
国
会
の
付
帯
決
議

で
は
、
自
治
体
の
条
例
制
定

に
つ
い
て
“
地
方
自
治
の
本

旨
に
基
づ
き
、
最
大
限
尊
重

す
る
こ
と
”
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
法

改
正
に
よ
る
標
準
化
に
よ
り
、

「
本
人
か
ら
の
直
接
収
集
原

則
」
や
「
要
配
慮
個
人
情
報

の
原
則
収
集
禁
止
」
な
ど
、

自
治
体
が
原
則
と
し
て
い
る

規
定
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
、
そ
う
し
た

懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
改
正
個
人
情
報
保
護
法

　

に
対
す
る
村
長
の
ご
見
解

　

と
、
条
例
整
備
等
の
予
定

　

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

２
．
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

　

に
つ
い
て
、
現
行
の
役
場

　

内
の
研
修
体
制
に
つ
い
て

　

伺
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
法
改
正
へ
の
対
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応
も
含
め
今
後
ど
の
よ
う

　

に
意
識
啓
発
を
図
っ
て
い

　

く
か
、
お
考
え
を
伺
い
ま

　

す
。

３
．
福
祉
分
野
や
災
害
時
な

　

ど
、
本
人
の
同
意
を
前
提

　

に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
本

　

人
の
同
意
が
な
く
て
も
、

　

関
係
機
関
に
よ
る
個
人
情

　

報
の
共
有
が
重
要
な
場
面

　

も
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
「
個
人
情
報
保
護
」
が
必

　

要
な
行
動
の
枷
に
な
っ
て

　

し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
普
段
か

　

ら
の
合
意
形
成
が
必
要
な

　

テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
村

　

長
の
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に

つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
を
対

象
と
す
る
個
人
情
報
保
護
法
を

は
じ
め
、
行
政
機
関
個
人
情
報

保
護
法
、
独
立
行
政
法
人
等

個
人
情
報
保
護
法
の
３
本
の
法

律
が
１
本
の
法
律
に
統
合
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
の
個
人
情
報
保

護
制
度
に
つ
い
て
も
、
統
合
後

の
法
律
に
お
い
て
全
国
的
な
共

通
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

<

１
点
目
に
つ
い
て>

　

村
が
行
う
行
政
手
続
き
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
信
頼
性
を
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
、
改
正
法

の
目
的
で
あ
る
個
人
情
報
の
有

用
性
に
配
慮
し
た
個
人
の
権
利

利
益
の
保
護
に
取
り
組
む
こ
と

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
条

例
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
４
月
の
条
例
施
行
に
向
け
、

個
人
情
報
保
護
法
改
正
に
伴
う

法
制
支
援
業
務
と
し
て
、
関
連

費
用
を
予
算
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

<

２
点
目
に
つ
い
て>

　

本
年
１
月
に
個
人
情
報
保
護

と
情
報
公
開
制
度
に
関
し
て
、

道
外
自
治
体
で
法
務
審
議
官
を

な
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
の
方
を

講
師
に
、
全
職
員
を
対
象
に
研

修
会
を
実
施
し
て
お
り
、
新
年

度
に
お
い
て
も
研
修
費
用
を
確

保
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
法

改
正
に
よ
り
、
統
一
的
な
基
準

に
基
づ
く
取
扱
い
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
法
制
支
援
業
務

の
中
に
、「
新
個
人
情
報
保
護

運
用
の
手
引
き
」
を
作
成
す
る

費
用
も
含
ん
で
お
り
ま
す
。

<

３
点
目
に
つ
い
て>

　

災
害
時
に
お
け
る
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
つ
い
て
で
す
が
、

普
段
か
ら
の
合
意
形
成
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
現
在
示
さ
れ
て

い
る
改
正
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案

に
お
い
て
、
権
利
利
益
を
不
当

に
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
を
除
き
、
本
人
の
生
命
や
身

体
、
又
は
財
産
を
守
り
保
護
す

る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

例
外
的
に
利
用
、
提
供
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
現
在
見

直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
避
難

行
動
要
支
援
者
リ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
き
、
こ
れ
ら
を
適
切
に
運
用

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
本
会
議
な
ど
の
傍
聴
は
、
ど

な
た
で
も
で
き
ま
す
。
手
続
き

は
、
当
日
受
付
簿
に
氏
名
を
記

入
す
る
だ
け
と
簡
単
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意

見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
議
会
運
営
委
員
会
）

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

赤
井
川
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

と　

き　

３
月
27
日

と
こ
ろ　

キ
ロ
ロ
特
設
コ
ー
ス

成　

績

【
小
学
校
２
年
女
子
の
部
】

▽
優
勝　

佐
々
木　

心

▽
５
位　

能
登
た
ま
き

【
小
学
校
２
年
男
子
の
部
】

▽
優
勝　

山
口　

渓
心

【
小
学
校
４
年
女
子
の
部
】

▽
10
位　

末
次　

梨
胡

【
小
学
校
５
年
女
子
の
部
】

▽
５
位　

山
口　

彩
葉

【
小
学
校
５
年
男
子
の
部
】

▽
３
位　

馬
場
琥
太
郎

【
小
学
校
６
年
女
子
の
部
】

▽
３
位　

曽
根　

蒼
羽

▽
５
位　

能
登　

ふ
く

▽
７
位　

末
次　

胡
桃

【
小
学
校
６
年
男
子
の
部
】

▽
２
位　

室
井　

伶
音

各
種
大
会
の
結
果

　

例
年
、
雪
解
け
を
迎
え
る
と
、

自
転
車
を
利
用
す
る
機
会
が
増

え
る
と
と
も
に
、
自
転
車
の
盗

難
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

　

大
切
な
自
転
車
盗
難
被
害
か

ら
守
る
た
め
に
自
転
車
に
は
、

備
付
け
錠
の
ほ
か
、
丈
夫
な
Ｕ

字
型
錠
な
ど
で「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」

を
し
て
盗
難
被
害
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

■
万
が
一
、
被
害
に
遭
っ
た
と

　

き
の
た
め
に

○
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
防
犯
登
録
を
す
る
と
、
防
犯

　

登
録
番
号
や
車
体
番
号
か
ら

　

持
ち
主
が
分
か
る
た
め
、
盗

　

難
被
害
に
遭
っ
た
場
合
で
も
、

　

早
期
の
被
害
回
復
が
し
や
す

　

く
な
り
ま
す
。

○
防
犯
登
録
の
手
続
は
、
自
転

　

車
の
販
売
店
で
行
っ
て
い
ま

　

す
。

■
盗
難
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

○
わ
ず
か
な
時
間
の
駐
輪
で
も

　

ツ
ー
ロ
ッ
ク
！

○
自
宅
や
駐
輪
場
で
も
油
断
せ

　

ず
に
ツ
ー
ロ
ッ
ク
！

○
防
犯
登
録
は
忘
れ
ず
に
！

自
転
車
に
は
防
犯
登
録
と

ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
！
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村内小学校入学式
2022.4.6　赤井川小学校・都小学校

　今年の新入生は赤井川小学校が５名、都小学校が２名でした。
　新型コロナウィルス感染症予防のため、式は短縮して実施されました。
　新入生は新たな環境に緊張しながらも先生の指示をしっかりと聞き、行動する様子はとても立派でした。小学
校からは本格的に勉強も始まります。新入生のみなさんが色 な々ことを学び、成長していく姿が今から楽しみです。
　新入生のみなさん、入学おめでとうございます。

春のカルデラ散策
2022.3.26　赤井川村、仁木町

　小学生から大人まで16名の参加があり、今年の春のカルデラ散
策は池田地区から仁木町大江地区に抜ける旧然別道路を歩きまし
た。当日は天候にも恵まれ、登山日和でした。山頂までの道のりは
坂道も険しく、参加者のみなさんも苦戦しながら上りました。
　山頂を越えた後に広場に出て昼食をとりました。山で食べるお弁
当は格別でした。
　長く険しい道のりでしたが、散策を終えた後には大きな達成感が
あり、参加者のみなさんからも「楽しかった」という声を聞くことが
できました。

赤井川へき地保育所進級式
2022.4.6　赤井川へき地保育所

　４月６日（水）に赤井川へき地保育所にて進級式が行われました。
　随時入所が行われるようになり、入所式ではなく進級式を４月に
行っています。
　今年は４月に入所した児童は３名で、在所児童はみんなそれぞれ
１つ進級し所長先生に新しい名札をつけてもらいました。
　これから少しずつ暖かくなるので、お散歩なども増えてきます。
楽しい保育所生活を過ごしましょう。
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赤井川中学校入学式
2022.4.7　赤井川中学校

　今年の新入生は14名で、新型コロナウィルス感染症予防のため、式は短縮して実施されました。
　新たな制服を着て式に参加する様子は、小学生の時よりも頼もしく見えました。
　中学生になると部活動が始まったり、勉強がより難しくなったり、小学校とは環境が大きく変わります。３年間しっ
かりと学び、たくさんの思い出を作ってください。
　新入生のみなさん、入学おめでとうございます。

地域おこし協力隊通信　第１号
　赤井川村に来て3か月が経ちました。
　１月に村へ来たときは、あたり一面が雪に囲まれた真っ白な景色だったことを覚えています。今までは旭川市に
住んでいた私ですが、赤井川村には同じ北海道でも違うところがたくさんあります。
　まず、気候が全く違います。赤井川村はとにかく雪の量が多く、そのわりに気温が暖かく、雪が湿っています。
　雪が降っている日は髪が濡れてしまうのでとても苦労します。地形の関係もあるのか、天気の変わり方も様々で
短時間で雪が降ったりやんだり、晴れたり曇ったりを繰り返して、外の景色を見るたびに驚くことが多いです。
　また、カルデラの中の村ということもあって周囲が山に囲まれています。旭川も近隣に山や森はありましたが、「山
に囲まれている」という経験は初めてです。大きな池の中にいるような不思議な感覚で、よく外を出てぐるりと景色
を眺めています。
　そして何より違うと思ったことが、村の皆さんとの交流です。地域おこし協力隊として村へ来たため、日ごろか
ら村民の皆さんとの交流を心がけていますが、村内を歩いている時、すれ違う人に自然と挨拶をすることが今ま
での生活との違いを感じます。都会を歩いていたら絶対に見かけない光景です。私自身も地域の方とすれ違って
挨拶をするのは中学生以来だと思います。挨拶をすると返ってくる当たり前のことだけれど、そういった小さな出
来事でも赤井川村のあたたかさを感じました。
　赤井川村のことを知り、たくさんの人に
村のことを知ってもらえるようにこれから
私の感じたこの村の「良さ」を見つけてい
きたいです。

赤井川村地域おこし協力隊　高山

　今月から、地域おこし協力隊員が交代
で活動報告を兼ね、広報あかいがわの紙
面で連載を始めます。
　村内で活動してる隊員を見かけた際は、
温かなお声をかけてくださると隊員たちの
活動の励みにもなります。

撮影者：地域おこし協力隊　高山隊員
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日
本
高
血
圧
学
会
と
日
本
高

血
圧
協
会
が
、
毎
年
５
月
17
日

を
「
高
血
圧
の
日
」
に
制
定
し

ま
し
た
。

　

高
血
圧
は
脳
卒
中
や
心
臓
病

な
ど
、
生
命
に
関
わ
る
病
気
を

引
き
起
こ
す
最
も
主
要
な
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
症
状
が
な
い
か
ら
」
と
甘

く
見
ず
、
改
め
て
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
発
症
予
防
・
重
症
化

予
防
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
高
血
圧
の
主
な
原
因

○
遺
伝

○
加
齢

○
肥
満

○
過
剰
飲
酒

○
喫
煙

○
運
動
不
足

○
ス
ト
レ
ス

○
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
…
…
な
ど
。

　

自
分
で
改
善
で
き
る
も
の
か

ら
困
難
な
も
の
ま
で
様
々
あ
り

ま
す
が
、「
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
」

を
防
ぐ
の
は
意
外
と
簡
単
に
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
ご
自

分
で
で
き
そ
う
な
減
塩
方
法
を

選
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

■
減
塩
の
主
な
方
法

〇
減
塩
食
品
の
活
用

　

一
番
手
軽
な
方
法
で
す
。
そ

　

の
他
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
成
分

　

表
示
欄
に
「
食
塩
相
当
量
」

　

が
必
ず
明
記
さ
れ
て
い
ま
す

　

の
で
、
類
似
商
品
と
見
比
べ

　

少
な
い
方
を
手
に
と
る
の
も

　

一
つ
で
す
。

〇
麺
類
の
汁
を
残
す

　

少
し
も
っ
た
い
な
い
気
持
ち

　

も
あ
り
ま
す
が
、
残
し
た
分

　

だ
け
減
塩
に
な
り
ま
す
よ
！

〇
調
味
料
は
か
け
ず
に「
つ
け
る
」

　

誤
っ
て
過
剰
に
か
け
す
ぎ
て

　

し
ま
う
こ
と
も
防
げ
ま
す
。

〇
野
菜
を
た
く
さ
ん
摂
る

　

野
菜
は
、
塩
分
を
体
か
ら
排

　

出
す
る
の
を
手
助
け
て
く
れ

　

ま
す
。

〇
味
噌
汁
な
ど
の
汁
物
は
具
だ

　

く
さ
ん
に

　

汁
が
少
な
い
分
だ
け
塩
分
も

　

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

食
事
の
満
足
感
も
大
で
す
！

〇
お
出
汁
の
活
用

　

味
噌
汁
な
ど
お
出
汁
を
と
る

　

こ
と
で
、
塩
分
を
多
く
入
れ

　

な
く
て
も
味
が
付
き
ま
す
。

〇
香
辛
料
、
酸
味
、
香
味
野
菜

　

の
活
用

　

味
は
塩
気
だ
け
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
た
ま
に
は
味
を
変
え

　

て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ

　

ま
せ
ん
。

〇
食
べ
過
ぎ
、
取
り
過
ぎ
注
意

　

多
く
の
お
料
理
に
塩
分
が
含

　

ま
れ
て
い
ま
す
。
食
べ
過
ぎ

　

る
と
そ
の
分
塩
分
も
取
っ
て

　

い
る
の
で
注
意
。

　

令
和
４
年
度
よ
り
、
赤
井
川

村
に
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
妊
娠
中

か
ら
出
産
時
、
そ
の
後
の
子
育

て
に
つ
い
て
切
れ
目
な
く
支

援
・
相
談
い
た
だ
く
場
所
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
妊
婦
の
皆
さ

ま
や
新
生
児
全
戸
訪
問
な
ど
を

保
健
師
で
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

改
め
て
相
談
窓
口
と
し
て
お
知

ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

村
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
な
子
育

て
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

■
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〇
妊
娠
中
・
子
育
て
中
不
安
に

　

思
う
こ
と

〇
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
お

　

悩
み

〇
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
分

　

か
ら
な
い
こ
と

■
相
談
窓
口

　

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

保
健
福
祉
課
保
健
師

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

平
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

〇
５
月
３
日
（
火
）

　

荒
木
歯
科
医
院

　

℡
２
２

－

６
２
０
０

〇
５
月
４
日
（
水
）

　

森
川
歯
科

　

℡
３
２

－

３
６
５
３

〇
５
月
５
日
（
木
）

　

い
と
う
歯
科

　

℡
２
２

－

１
０
０
１

※
診
療
時
間
は
、
午
前
９
時
か

　

ら
正
午
ま
で
で
す
。

　保健福祉課が新体制となりました。今年度も皆
さまにはたくさんお世話になることもあるかと思
いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

Ｇ
Ｗ
休
日
当
番

歯

科

医

院

５
月
17
日
は「
高
血
圧
の
日
」

子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

道
内
で
『
還
付
金
詐
欺
』
の

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
手
口
は
、
公
的
機
関
の

職
員
を
か
た
る
者
か
ら
「
還
付

金
が
あ
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ

た
嘘
の
電
話
が
あ
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
さ
せ
て
送
金
さ
せ
る
と

い
う
詐
欺
で
す
。

　

犯
人
か
ら
の
電
話
は
、
閉
庁

日
や
閉
庁
時
間
帯
に
も
か
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は

還
付
金
は
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
電
話
を
受
け
た
ら
、

絶
対
に
お
金
は
振
り
込
ま
ず
、

す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、

強
風
が
吹
く
な
ど
火
災
が
発

生
し
や
す
い
気
候
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
季
は
、
わ
ず
か
な
火

源
か
ら
火
災
と
な
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
火
気
の
取
扱
い
に
は

細
心
の
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
子
ど
も
の
火
遊
び
、

火
の
つ
い
た
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

て
、
た
き
火
の
不
始
末
、
野
焼

き
の
拡
大
な
ど
に
よ
る
火
災
が

『
還
付
金
詐
欺
』
に
注
意
！

■
自
転
車
安
全
利
用
五
則

○
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

　

歩
道
は
例
外
で
す
。

○
車
道
は
左
側
を
通
行
し
ま
し

　

ょ
う
。

○
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車

　

道
寄
り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並

　

進
の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一

　

時
停
止
・
安
全
確
認

○
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

し
ま
し
ょ
う
。

■
北
海
道
自
転
車
条
例

○
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
子

　

ど
も
は
も
ち
ろ
ん
大
人
も
乗

　

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、

　

夜
間
は
自
転
車
の
側
面
に
反

　

射
器
材
を
付
け
る
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

○
万
が
一
に
備
え
て
、
自
転
車

　

損
害
賠
償
保
険
等
に
加
入
す

　

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
一
定
台
数
以
上
の
自
動
車
を

　

使
用
す
る
事
業
所
は
、
安
全

　

運
転
管
理
者
の
選
任
を
行
わ

　

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
法
改
正
に
よ
り
令
和
４
年
４

　

月
か
ら
、
安
全
運
転
管
理
者

　

に
よ
る
運
転
者
の
運
転
前
後

　

の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
が

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、

赤
井
川
駐
在
所
に
幸
田
福
太
郎

所
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

幸
田
所
長
は
、
利
尻
町
沓
形

駐
在
所
よ
り
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

趣
味
は
、
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
る
こ

と
、
趣
味
が
高
じ
て
コ
ー
ヒ
ー

ソ
ム
リ
エ
の
資
格
も
取
得
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
り
、
交
通
事
故
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

赤
井
川
駐
在
所

幸
田
所
長
着
任

余
市
警
察
署
だ
よ
り

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

例
年
発
生
し
て
い
る
の
で
、
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
、
受
講
制
限

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
５
月
10
日
（
火
）
午
後
３
時
30
分

　
５
月
24
日
（
火
）
午
後
３
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

５
月
18
日
（
水
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
当
講
習（
２
時
間
）

　

５
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時

　

５
月
24
日
（
火
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

５
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

事
業
所
の
飲
酒
運
転

根
絶
取
組
強
化

山
火
事
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
！
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赤
井
川
村
内
で
行
わ
れ
て
い

た
光
回
線
工
事
が
終
了
し
、
村

内
全
域
で
光
回
線
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

光
回
線
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
左
記
の
と
お
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
み
を
さ
れ
て
い
る

　

方
に
は
、
光
回
線
事
業
者
か

　

ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
４
月
15
日
の
区
会

　

回
覧
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
み
方
法

〇
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
や
携
帯
電
話

　

会
社
等
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

　

ン
事
業
者
（「
〇
〇
光
」
な

　

ど
の
サ
ー
ビ
ス
商
品
を
扱
う

　

事
業
者
）
に
、
利
用
を
希
望

　

さ
れ
る
方
が
直
接
申
込
み
を

　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
み
時
に
事
業
者
よ
り
、

　

光
回
線
の
引
込
工
事
日
の
調

　

整
や
工
事
費
用
の
説
明
が
あ

　

り
ま
す
。
ご
自
身
の
都
合
に

　

合
わ
せ
て
手
配
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
申
込
み
先

〇
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

　

℡
０
８
０
０

－

８
０
０

－

９
９
８
６

〇
光
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者

　

携
帯
電
話
会
社
等
の
販
売
店

　

や
家
電
量
販
店
等
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
企
画
地
域
振
興
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

　

４
月
29
日
（
金
）
に
、
み
や

こ
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

利
用
料
金
は
一
人
１
０
０
円
、

貸
用
具
（
ク
ラ
ブ
）
は
一
本

１
０
０
円
で
す
。

※
村
民
以
外
は
、
利
用
料
金
は

　

一
人
３
０
０
円
、貸
用
具（
ク

　

ラ
ブ
）
は
一
本
２
０
０
円
で

　

す
。

　

休
憩
所
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
等

の
感
染
症
対
策
の
た
め
間
隔
を

開
け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、
雪
ど
け
が
早
か
っ

た
た
め
、
気
持
ち
よ
く
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

赤
井
川
村
で
は
、
赤
井
川
中

学
校
を
卒
業
後
に
高
等
学
校
等

に
就
学
す
る
生
徒
を
持
つ
村
内

居
住
の
保
護
者
等
に
対
し
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
・
子
育
て
環

境
の
向
上
・
定
住
化
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
就
学

に
か
か
る
費
用
を
助
成
す
る
制

度
を
新
た
に
制
定
い
た
し
ま
し

た
。

■
制
度
施
行
期
日

　

令
和
４
年
４
月
１
日
（
金
）

■
対
象
者

　

村
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本

　

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者

　

で
あ
り
、
赤
井
川
村
立
赤
井

　

川
中
学
校
を
卒
業
し
、
高
等

　

学
校
等
に
就
学
す
る
生
徒
を

　

持
つ
保
護
者
等

■
助
成
額

　

生
徒
１
人
に
つ
き
月
額
１
万
円

■
助
成
金
の
申
請

　

定
め
ら
れ
た
申
請
書
に
高
等

　

学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
こ

　

と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付

　

し
て
、
毎
年
度
始
め
に
村
長

　

に
提
出
し
ま
す
。

■
助
成
金
の
交
付

　

毎
年
度
９
月
と
３
月
の
各
末

　

日
ま
で
に
、
６
箇
月
分
を
口

　

座
振
り
込
み
に
て
交
付
し
ま

　

す
。

　

３
年
以
内
に
赤
井
川
中
学
校

を
卒
業
し
た
方
が
い
る
世
帯
に

は
、
赤
井
川
村
教
育
委
員
会
か

ら
個
別
に
ご
案
内
を
い
た
し
ま

す
。

　

制
度
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
赤
井
川
村
教
育
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

赤
井
川
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開
す
る
「
赤
井
川
村
高
校
生

就
学
支
援
助
成
金
交
付
要
綱
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

赤
井
川
村
教
育
委
員
会

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

　

令
和
４
年
度
の
自
動
車
税
種

別
割
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
火
）で
す
。

〇
自
動
車
税
種
別
割
は
毎
年
４

　

月
１
日
現
在
に
自
動
車
を
お

　

持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た

　

だ
く
道
税
で
す
。

〇
コ
ン
ビ
ニ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　

ド
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

　

の
み
）で
も
納
税
で
き
ま
す
。

〇
５
月
６
日
に
納
税
通
知
書
を

　

発
送
し
ま
す
の
で
、納
期
限

　

ま
で
に
納
税
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

〇
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

　

方
や
納
税
に
つ
い
て
お
問

　

い
合
わ
せ
が
あ
る
方
は
左

　

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

後
志
総
合
振
興
局
税
務
課

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
３
３
１

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

利
用
申
込
受
付
の
お
知
ら
せ

INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

赤
井
川
村
高
校
生
就
学

支
援
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
自
動
車
税

種
別
割
の
納
期
限

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン
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村
で
は
、
例
年
同
様
に
Ｊ
Ａ

新
お
た
る
及
び
赤
井
川
村
地

力
対
策
組
合
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
家
庭
菜
園
用
の
土
づ

く
り
を
希
望
す
る
一
般
世
帯

を
対
象
に
、
家
庭
用
バ
ー
ク
堆

肥
・
牛
糞
堆
肥
を
無
償
提
供
致

し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
の

と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
提
供
期
間

　

５
月
９
日（
月
）～
15
日（
日
）

■
申
込
期
限

　

５
月
６
日（
金
）

■
提
供
場
所

　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

■
提
供
条
件

①
村
内
に
居
住
す
る
農
業
者
以

　

外
の
個
人
で
家
庭
菜
園
を
営

　

ん
で
い
る
方

※
堆
肥
を
村
外
に
持
ち
出
す
行

　

為
は
無
償
提
供
の
趣
旨
に
反

　

し
ま
す
の
で
ご
遠
慮
願
い

　

ま
す
。

②
自
分
の
責
任
に
お
い
て
積

　

込
・
搬
出
の
で
き
る
方

◇
少
量
の
方
に
は
肥
料
袋
も
用

　

意
し
て
お
り
ま
す
。

◇
赤
井
川
村
地
力
対
策
組
合
の

　

ご
協
力
に
よ
り
、５
月
14
日

　
（
土
）
及
び
15
日
（
日
）
は
タ

　

イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
に
よ
る
軽

　

ト
ラ
ッ
ク
等
へ
の
積
込
が
可

　

能
で
す
。

家
庭
用
バ
ー
ク

堆
肥
等
の
無
償
提
供

◇
住
居
が
密
集
し
て
い
る
地

　

域
で
は
、
臭
い
等
に
よ
り
近

　

隣
住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら

　

な
い
よ
う
ご
理
解
を
い
た

　

だ
い
て
く
だ
さ
い
。

■
上
限
数
量　
　

　

１
家
庭
あ
た
り
軽
ト
ラ
ッ

　

ク
２
台
相
当
分
（
約
３
５
０

　

㎏
×
２
台
＝
約
７
０
０
㎏
）

■
申
込
方
法

　

Ｊ
Ａ
新
お
た
る
本
所
（
営
農

　

経
済
部
営
農
課
）
へ
事
前
に

　

引
き
取
り
日
・
希
望
数
量
等

　

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

℡
０
１
３
５

－

３
２

－

２
５
２
５

　

Fax
０
１
３
５

－

３
２

－

３
３
３
３

※
平
成
30
年
４
月
よ
り
旧
赤
井

　

川
事
業
所
が
閉
鎖
と
な
り
、

　

Ｊ
Ａ
新
お
た
る
本
所
へ
統

　

合
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し

　

た
ら
、
右
記
連
絡
先
へ
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
記
の
と
お
り
巡
回
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
実
施
場
所
ま
で
飼
い
犬
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
の
日
程

実　

施　

時　

間

実　

施　

場　

所

９
時
30
分
～
９
時
50
分

日
ノ
出
集
会
所
前

10
時
10
分
～
10
時
20
分

二
池
田
集
会
所
前

10
時
30
分
～
10
時
40
分

旭
丘
集
会
所
前

11
時
00
分
～
12
時
15
分

赤
井
川
村
役
場
裏
公
用
車
車
庫

13
時
30
分
～
13
時
40
分

山
中
純
孝
宅
前

14
時
20
分
～
14
時
30
分

都
住
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

14
時
40
分
～
14
時
50
分

曲
川
集
会
所
前

◇
実
施
日　

令
和
４
年
５
月
20
日
（
金
）

※
予
防
注
射
料
金
は
、
１
頭
に
つ
き
３
，
２
４
０
円
で
す
。
新
規
に

　

登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
１
頭
に
つ
き
、
３
，
０
０
０
円
の
登
録
手

　

数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
用
意
願
い
ま
す
。
料
金

　

に
つ
い
て
は
、
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
様
ご
協
力
願
い
ま
す
。

※
当
日
実
施
で
き
ず
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
等
で
予
防
接
種
を

　

受
け
た
場
合
は
、
病
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
証
明
書
を
保
健
福
祉
課

　

国
保
衛
生
係
に
提
出
し
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

注
射
済
票
の
交
付
に
は
５
５
０
円
の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

　

ご
用
意
願
い
ま
す
。

※
登
録
及
び
注
射
を
受
け
た
犬

　

で
あ
っ
て
も
放
し
飼
い
を
し

　

た
場
合
は
野
犬
と
み
な
さ
れ
、

　

処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

絶
対
に
放
し
飼
い
を
し
な
い

　

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

　

ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

　

ら
、
保
健
福
祉
課
国
保
衛
生

　

係
（
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

℡
３
５

－

２
０
５
０
）
ま
で

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
皆
様
へ
お
願
い

　

最
近
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
、
何
件
か
ご
連
絡
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
以
下

の
３
点
に
つ
い
て
、
再
度
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は

　

必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し

　

ょ
う
！

●
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主

　

の
義
務
で
す
。
必
ず
飼
い

　

主
が
後
始
末
を
行
い
ま
し

　

ょ
う
！

●
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に

　

や
め
ま
し
ょ
う
！
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INFORMATION

◆
開
催
月
日
／
３
月
28
日

◆
会
議
案
件

◇
農
地
基
本
台
帳
の
定
期
的
な

　

点
検
等
に
つ
い
て

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
変

　

更
に
つ
い
て

◇
農
地
法
第
３
条
に
係
る
農
地

　

等
の
利
用
状
況
報
告
に
つ
い

　

て
◇
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ

　

る
許
可
申
請
に
つ
い
て

◇
新
規
就
農
予
定
者
（
研
修

　

生
）
５
名
が
研
修
２
年
目

　

と
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
目
と
な
っ
た
研
修
生
の

う
ち
、
３
名
に
研
修
１
年
で
感

じ
た
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の
目
標

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

　

４
月
13
日
（
水
）
に
字
都
の

原
田
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
る

と
、
喜
楽
功
さ
ん
と
本
間
千
秋

さ
ん
が
ス
イ
カ
の
接
ぎ
木
に
つ

い
て
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。

　

喜
楽
さ
ん
は
「
こ
の
１
年
で

大
変
だ
っ
た
作
業
は
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
立
て
の
穴
あ
け
な
ど

体
力
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た

こ
と
で
す
。
だ
け
ど
、
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
が
趣
味
で
、
冬
に
目

い
っ
ぱ
い
楽
し
む
た
め
に
も
頑

張
り
ま
す
。」
と
話
し
、
本
間

さ
ん
は
赤
井
川
の
魅
力
を
「
自

然
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

季
節
の
変
わ
り
目
を
間
近
で
楽

し
め
ま
し
た
。
就
農
し
た
ら
農

業
を
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
も

し
た
い
で
す
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

途
中
か
ら
川
野
智
彦
さ
ん
も

合
流
し
、
３
人
は
先
輩
就
農
者

と
と
も
に
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の

ベ
ッ
ド
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

川
野
さ
ん
は
、
今
後
の
目
標

に
つ
い
て
「
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

な
ど
の
花
を
中
心
に
、
施
設
園

芸
農
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
挑
戦
し
た
い
で
す
。
こ
の
１

年
間
で
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
も

の
を
作
れ
る
の
か
が
わ
か
っ
て

き
た
の
で
、
そ
れ
を
自
分
の
強

み
に
し
て
い
き
た
い
。
先
輩
農

家
さ
ん
の
も
と
で
た
く
さ
ん
勉

強
し
、
来
年
か
ら
の
就
農
計
画

を
作
り
ま
す
。」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

川
野
さ
ん
は
、
日
本
農
業
新

聞
第
１
９
２
９
２
号
に
も
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
！

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最

後
に
は
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
農
協
か

ら
指
田
さ
ん
が
訪
れ
、
ロ
ー
タ

リ
マ
ル
チ
の
使
い
方
を
教
え
て

い
ま
し
た
。

　

研
修
生
は
、
農
業
を
一
か
ら

学
ん
で
い
く
た
め
分
か
ら
な
い

こ
と
が
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
村
内
で
研
修
生
を
見
か

け
た
際
に
は
温
か
な
声
か
け
や

農
業
に
係
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
農
業
経
営
改
善
計
画
（
認

　

定
農
業
者
）、
青
年
等
就

　

農
計
画
（
新
規
就
農
認
定
）

　

に
つ
い
て

　

農
業
経
営
改
善
計
画
（
認

定
農
業
者
）、
青
年
等
就
農
計

画
と
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
基
づ
き
、
赤
井
川
村

が
地
域
の
実
情
に
即
し
て
効
率

的
・
安
定
的
な
農
業
経
営
の
目

標
等
を
内
容
と
す
る
基
本
構
想

を
策
定
し
、
こ
の
目
標
を
目
指

し
て
農
業
者
が
作
成
し
た
農
業

経
営
改
善
計
画
及
び
青
年
等
就

農
計
画
を
認
定
す
る
制
度
で
す
。

興
味
が
あ
る
方
は
、
随
時
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
業

委
員
会
事
務
局
（
産
業
課
産
業

係
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

農
業
委
員
会
で
は
、「
耕
作

で
き
な
い
の
で
誰
か
耕
作
者
は

い
な
い
か
？
」
そ
ん
な
皆
様
の

声
を
反
映
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
提
供
い
た
だ
い

た
情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用

希
望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業

経
営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い

る
方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら

し
を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報

提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農

地
の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数 

売
買
希
望　

７
件

 

買
受
希
望　

２
件

 

（
令
和
４
年
４
月
15
日
現
在
）

　

北
海
道
で
は
、
道
内
外
の

方
々
に
、「
道
み
ん
の
日
」
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

北
海
道
の
価
値
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
北
海
道

へ
の
愛
着
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
エ
ピ
ソ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
ま
す
。

　

募
集
テ
ー
マ
は
、『
教
え
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
、
と
っ

て
お
き
北
海
道
』
で
す
。
３
～

６
月
は
春
夏
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
募
集
し
ま
す
。

　

旅
の
途
中
や
日
々
の
暮
ら
し

の
中
で
出
会
っ
た
、
あ
な
た
が

一
番
好
き
な
北
海
道
は
、
な
ん

で
す
か
？

■
募
集
期
間

　

６
月
30
日
ま
で

　

詳
細
は
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局

　

道
民
生
活
課
青
少
年
係

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
６
６
３

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
22
回

お

知

ら

せ

スイカ接ぎ木作業の様子

ロータリーマルチの使い方を学ぶ川野さん

北
海
道
み
ん
な
の
日

エ
ピ
ソ
ー
ド
コ
ン
テ
ン
ス
ト
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お知らせ伝言板

　

４
月
１
日
付
け
で
赤
井
川
村

内
の
小
中
学
校
に
赴
任
さ
れ

た
、
８
名
の
教
職
員
の
方
々
へ

の
辞
令
交
付
式
が
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
こ

れ
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。今
回
赴
任

さ
れ
た
８
名
の
方
々
を
紹
介

し
ま
す
。

◇
赤
井
川
小
学
校

　

姉
帯　

隆
文　

校
長

（
美
国
小
学
校
）

　

細
田
乃
里
子　

教
諭

（
大
川
小
学
校
）

◇
都
小
学
校

　

落
合　

顕
治　

教
頭

（
昆
布
小
学
校
）

　

寺
井　

優
海　

養
護
教
諭

（
御
保
内
小
学
校
）

◇
赤
井
川
中
学
校

　

林　
　

利
臣　

教
頭

（
神
恵
内
中
学
校
）

　

宮
川
菜
見
子　

教
諭

（
古
平
中
学
校
）

　

川
内　

尚
恵　

教
諭

（
余
市
西
中
学
校
）

　

金
内　

大
輔　

事
務
職
員

（
仁
木
小
学
校
）

教
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）

国
民
年
金
保
険
料
が

変
更
に
な
り
ま
す

月
額
１
６
，
６
１
０
円

　
　
　
　
（
～
令
和
４
年
３
月
）

　
　
　
　

↓

月
額
１
６
，
５
９
０
円

　
　
　
　
（
令
和
４
年
４
月
～
）

　

20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
方
に

限
っ
て
、
本
人
と
そ
の
配
偶
者

の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
、
保
険

料
の
納
付
が
10
年
間
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
28
年
６
月
ま
で
は
30
歳

未
満
、
平
成
28
年
７
月
以
降
は

50
歳
未
満
が
納
付
猶
予
制
度
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、
10

　

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納

　

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
（「
追
納
」
と
い
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
未
納
と
は
違
い
、
障

　

害
基
礎
年
金
受
給
の
際
の
保

　

険
料
納
付
条
件
に
も
備
え
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
追
納
さ
れ
れ
ば
、
老

　

齢
基
礎
年
金
額
に
反
映
れ
ま

　

す
。

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年

金
に
上
乗
せ
し
て
加
入
し
、
税

制
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛
金
を

積
立
て
、
老
後
に
よ
り
充
実
し

た
年
金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き

る
公
的
な
年
金
で
す
。

■
そ
の
特
徴
は

〇
掛
金
が
全
額
「
社
会
保
険
料

　

控
除
」
で
、
受
取
る
年
金
も

　
「
公
的
年
金
等
控
除
」
の
対

　

象
で
す
。

〇
受
取
る
年
金
は
、
終
身
が
基

　

本
で
一
生
変
動
し
ま
せ
ん
。

〇
万
が
一
の
時
は
ご
遺
族
に
一

　

時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
遺

　

族
保
証
の
な
い
Ｂ
型
も
選
べ

　

ま
す
）

〇
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で

　

一
定
。
お
休
み
や
増
減
も
で

　

き
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
方
は

〇
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

　

者
（
基
金
加
入
時
に
、
保
険

　

料
免
除
・
納
付
猶
予
の
方
を

　

除
き
ま
す
）

〇
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
（
60

　

歳
～
65
歳
未
満
の
方
や
会
在

　

住
の
方
）
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

　

℡
０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２

年
金
だ
よ
り

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

国
民
年
金
基
金
の

お

知

ら

せ
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INFORMATION

４
月
１
日
付
け

職
員
人
事
異
動

【
総
務
課
】

　

▽
総
務
係

　

小
畑　

俊
幸

（
建
設
課
土
木
係
兼
総
務
係
）

　

▽
企
画
地
域
振
興
係
長

田
中　

雄
大

（
同
係
）

【
住
民
課
】（
新
設
）

　

▽
住
民
課
長　

瀨
戸　

雅
哉

　
（
議
会
事
務
局
長
）

　

▽
住
民
係

　

柏
谷　

一
樹

　
（
産
業
課
産
業
係
併
農
業
委
員

　

会
書
記
）

　

▽
住
民
係
（
再
任
用
）

　

小
畑　

信
幸

　
（
会
計
管
理
者
兼
出
納
課
長
）

【
保
健
福
祉
課
】

　

▽
保
健
福
祉
課
長

　

神　
　

信
弘

　
（
介
護
保
険
課
長
）

　

▽
保
健
係
長　

久
保
田
直
也

　
（
総
務
課
住
民
係
）

　

▽
福
祉
係
長　

福
田　

孝
明

　
（
保
健
福
祉
係
長
）

　

▽
介
護
保
険
係
長
兼
国
保
衛

　
　

生
係
長

　

𠮷
田　

佳
明

　
（
介
護
保
険
課
介
護
サ
ー
ビ

　

ス
係
長
）

　

▽
介
護
保
険
係
兼
国
保
衛
生
係

　

四
村　

謙
太

　
（
保
健
福
祉
課
国
保
衛
生
係
）

　

▽
国
保
衛
生
係
兼
介
護
保
険
係

姉
﨑　

健
也

（
国
保
衛
生
係
）

【
産
業
課
】

　

▽
産
業
係
長
併
農
業
委
員
会

　
　

農
地
係
長　

天
野　

勝
吾

　
（
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係
長
）

　

▽
産
業
係
併
農
業
委
員
会
書
記

　

二
川　

胤
希

　
（
総
務
課
付
自
治
労
専
従
許
可
）

【
建
設
課
】

　

▽
建
設
課
主
幹
兼
水
道
係
長

釣
賀　

謙
一

（
水
道
係
長
兼
建
築
係
）

　

▽
建
設
課
主
幹

菅
藤　

覚
史

（
出
納
課
主
幹
）

【
出
納
課
】

　

▽
会
計
管
理
者
兼
出
納
課
長

谷　
　

早
苗

　
（
教
育
委
員
会
次
長
兼
総
務
係

　

長
兼
学
校
教
育
係
長
兼
社
会

　

教
育
係
長
）

【
教
育
委
員
会
】

　

▽
次
長
兼
総
務
係
長
兼
学
校

　
　

教
育
係
長
兼
社
会
教
育
係

　
　

長

藤
田　

俊
幸

　
（
保
健
福
祉
課
長
兼
国
保
衛

　

生
係
長
）

　

▽
社
会
教
育
指
導
員

　

木
村　

俊
夫

（
新
採
用
）

【
議
会
事
務
局
】

　

▽
議
会
事
務
局
長横

井　

慎
之

　
（
産
業
課
産
業
係
長
兼
農
業

　

委
員
会
農
地
係
長
）

【
退
職
】

　

▽
保
健
師

松
原
真
貴
子

　

▽
社
会
教
育
指
導
員

谷
口　

寿
光

※
（　

）
は
異
動
前
、
新
採
用

　

の
み
顔
写
真
掲
載
。

　

対
象
と
な
る
資
格
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

　

受
講
料

　

費
用
の
８
割

　

上
限　

８
０
，
０
０
０
円

　

研
修
に
係
る
受
講
料
（
テ
キ

　

ス
ト
代
、
実
習
に
要
し
た
費

　

用
等
を
含
む
）
の
８
割
を
助

　

成
し
ま
す
。（
印
紙
代
金
は

　

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

■
事
業
名

　

赤
井
川
村
地
域
介
護
力
創
出

　

支
援
事
業
助
成
金

■
目
的

　

住
民
の
介
護
資
格
取
得
に
よ

　

る
地
域
介
護
力
の
向
上
、
村

　

内
及
び
近
隣
市
町
内
事
業
所

　

に
お
け
る
介
護
人
材
の
確
保

　

並
び
に
介
護
人
材
の
資
質
の

　

向
上
及
び
職
場
へ
の
定
着
促

　

進
。

■
対
象
者（
左
記
を
満
た
す
方
）

〇
赤
井
川
村
の
住
民
の
方

〇
期
間
内
に
介
護
職
員
初
任
者

　

研
修
課
程
を
修
了
し
た
方

〇
国
、
北
海
道
、
他
の
地
方
公

　

共
団
体
、
公
益
団
体
等
か
ら

　

同
種
の
補
助
金
等
の
交
付
を

　

受
け
て
い
な
い
方

※
就
労
し
て
い
る
勤
務
先
か
ら

　

助
成
金
の
対
象
と
な
る
経
費

　

に
つ
い
て
一
部
助
成
を
受
け

　

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
助
成

　

額
を
除
い
た
額
が
対
象
経
費

　

と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

申
請
書
に
研
修
の
修
了
を
証

　

明
す
る
書
類
及
び
領
収
書
を

　

添
え
て
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
申
請
書
は
下
記
に
掲
載
し

　

て
い
る
ほ
か
、
窓
口
で
も
交

　

付
し
ま
す
。）　

■
そ
の
他

　

令
和
３
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

ィ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業
の

　

一
つ
と
し
て
実
施
し
て
き
ま

　

し
た
が
、
当
面
の
間
、
継
続

　

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

赤
井
川
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
管
理
に
関
す
る
基
本

協
定
を
倶
知
安
町
の
医
療
法
人

社
団
白
樺
会
と
締
結
し
て
、
４

月
１
日
よ
り
赤
井
川
村
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
を

指
定
管
理
者
制
度
に
て
開
始
し

ま
し
た
。

　

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営

と
家
事
援
助
や
通
院
介
助
を
行

う
訪
問
介
護
事
業
所
の
運
営
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

医
療
法
人
社
団
白
樺
会
に
つ

き
ま
し
て
は
、
医
療
、
介
護
施

設
の
運
営
を
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
さ
れ
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
や
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
な
さ
れ
ま
す
。

　

機
能
訓
練
指
導
員
に
よ
る
個

別
機
能
訓
練
の
実
施
や
各
季
節

に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

お
誕
生
会
な
ど
新
た
な
催
し
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

介
護
の
資
格
取
得
費
を

助
成
し
ま
す
！

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
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お知らせ伝言板

令和４年度 村発注予定工事等情報の公表について
　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律が、平成13年４月１日より施行されております。
　村では、引き続き令和４年度も、入札・契約手続きの透明性及び公平性を確保するために、工事及び委託業務
等に係る発注予定等情報の公表を行います。公表の方法は、例年同様４月１日現在の工事発注予定（250万円以上）
を広報及び村ホームページに掲載するとともに、告示（村内３箇所）及び役場内に掲示します。
　また、内容等に変更・追加が生じた場合については、10月１日を目途に再度公表を行う予定となっております。
　なお、ご不明な点がございましたら、建設課土木係までお問い合わせください。

工事種別
（工事区分）

工事（業務）名 工事（業務）
箇所

工事（業務）
概要

発注予定
時期

予定工期
（ケ月）

入札及び
契約方式

維　持 庁舎清掃業務 字赤井川 日常清掃及び定期清掃 ４月上旬 １２ケ月 随意契約
赤井川村

及び余市町
地域公共交通バス（自家用
有償旅客運送）の運行業務

CIO（最高情報責任者）補佐
業務

電算システム の適切化に
関する調査

公募型プロポー
ザル

赤井川村小水力発電事業化詳
細調査

小水力発電事業化に向け
た各種の調査業務

ゼロカーボンビレッジ推進戦
略策定業務

ゼロカーボン に向け た村
づくりの構想策定

公募型プロポー
ザル

維　持 防災行政無線保守点検業務 字赤井川ほか 防災行政無線保守管理業務 ４月上旬 １２ヶ月 随意契約
社会保障・税番号制度システ
ム整備業務

戸籍とマイナンバーのシス
テム連携業務

維　持 課税電算業務 字赤井川 課税に係る電算業務 ４月上旬 １２ヶ月 随意契約
共通納税システム対応へ
のシステム改修業務

維　持 一般廃棄物最終処分場管理業務 字都 一般廃棄物最終処分場管理 ３月下旬 １２ヶ月 随意契約
維　持 家庭系一般廃棄物収集業務 村内全域 家庭系一般廃棄物収集 ３月下旬 １２ヶ月 随意契約
維　持 家庭系資源リサイクル分別収集 村内全域 家庭系資源リサイクル収集 ３月下旬 １２ヶ月 指名競争入札
維　持 火葬場管理業務 字赤井川 火葬場管理 ３月下旬 １２ヶ月 指名競争入札

赤井川村地域包括支援センタ
ー運営業務

包括支援センター等の運営
委託

生活支援・介護予防体制整備
事業業務

生活支援体制整備事業業
務

高齢者世話付住宅生活援助員
派遣事業業務

シルバー住宅生活援助員派
遣

カルデラ公園・栗林公園管理
業務
み や こ公園・都運動公園管
理業務
構造改善センター（保養セン
ター）指定管理委託

構造改善センター（保養セ
ンター）指定管理

維　持 道の駅指定管理委託 字都 道の駅指定管理 ３月下旬 １２ヶ月 随意契約
維　持 落合ダム取水放流点検業務 字落合 取水放流設備の点検 ８月上旬 ３ヶ月 随意契約

維　持
温泉熱（カルデラ温泉）新規
掘削及び公共施設エネルギー
転換設備導入実施設計

字赤井川 温泉井戸掘削実施設計作成 ４月上旬 １２ヶ月 指名競争入札

維　持 スクールバス運行管理業務 村内全域 スクールバスの運行管理 ４月上旬 １２ヶ月 随意契約
維　持 外国語指導助手派遣業務 字赤井川・字都 外国語指導助手の派遣 ４月上旬 １２ヶ月 随意契約
維　持 生活改善センター管理業務 字赤井川 生活改善センターの管理 ３月下旬 １２ヶ月 指名競争入札

３月下旬

３月下旬

１２ヶ月むらバス運行業務維　持

維　持

維　持

維　持

維　持

維　持

維　持

維　持

維　持

維　持

維　持

随意契約

随意契約

字赤井川

字轟ほか

字赤井川

字赤井川

字赤井川

字赤井川

字赤井川

字赤井川

字赤井川

字都 指名競争入札

字赤井川

指名競争入札

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

随意契約

１１ヶ月

１１ヶ月

１１ヶ月

１２ヶ月

１２ヶ月

１２ヶ月

１２ヶ月

１２ヶ月

１１ヶ月

７ヶ月

７ヶ月

維　持

４月上旬

４月上旬

３月下旬

５月上旬

４月上旬

５月上旬

５月上旬

５月上旬

３月下旬

３月下旬

共通納税システム対応改修業務

公園草刈・追肥等

公園草刈・追肥等
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INFORMATION

工事種別
（工事区分）

工事（業務）名 工事（業務）
箇所

工事（業務）
概要

発注予定
時期

予定工期
（ケ月）

入札及び
契約方式

維　持 赤井川村体育館管理業務 字赤井川 赤井川村体育館の管理 ３月下旬 １２ヶ月 指名競争入札

維　持 教育施設環境整備（草刈）業務 字赤井川・字都
赤小・都小・赤中、郷土資
料館、都プール、山村広場の
草刈

４月中旬 ５ヶ月 指名競争入札

主要村道草刈り・維持作業
L＝１３４．０㎞（９２路線）
村道等除雪作業
L＝６６．０㎞（７５路線）

土　木 富田線道路改良工事 字富田 L＝８１ｍ、Ｗ＝４．０ｍ ５月中旬 ４ヶ月 指名競争入札
土　木 富田線富田橋補習工事 字富田 １橋 ５月下旬 ８ヶ月 指名競争入札
土　木 板小屋川河川整備工事 字日ノ出 L＝１０００ｍ １０月上旬 ３ヶ月 指名競争入札
土　木 上中の川河川整備工事 字池田 L＝１０００ｍ １０月上旬 ３ヶ月 指名競争入札
土　木 池田川護岸復旧工事 字池田 L＝２５ｍ、コンクリート工 １０月上旬 ２ヶ月 指名競争入札
土　木 上池田川河川整備工事 字池田 L＝４００ｍ １０月上旬 ３か月 指名競争入札
土　木 富田川河川整備工事 字富田 L＝４５０ｍ １０月上旬 ３か月 指名競争入札
維　持 水道施設水質等管理業務 村内全域 施設管理・水質管理 ３月下旬 １２か月 随意契約

赤井川村簡易水道事業地方公
営企業法適用業務

水　道 都地区簡易水道水源改修工事 字常盤 L＝２２０ｍ ５月下旬 ４ヶ月 指名競争入札
水　道 量水器取替工事 字赤井川 N＝１３０台 ５月下旬 ４ヶ月 指名競争入札

あ か い が わアクアクリーン
センター管理業務

水処理・汚泥処理・終末処
分場施設管理

あかいがわアクアクリーンセ
ンター施設更新実施設計業務
赤井川村下水道事業地方公営
企業法適用業務

１棟３戸（給湯設備、ユニッ
トバス）

建　築 村営中央団地耐力度調査業務 字赤井川 １棟３戸耐力度調査 ５月下旬 ２ヶ月 指名競争入札
建　築 村営桜団地敷地整備工事 字都 A＝５２７㎡ ６月下旬 ４ヶ月 指名競争入札

赤井川村公営住宅等長寿命化
計画見直し業務

建　築 職員住宅塗装工事 字赤井川 １棟４戸 ６月上旬 ３ヶ月 指名競争入札
建　築 村有住宅（都地区）塗装工事 字都 １棟２戸 ６月上旬 ３ヶ月 指名競争入札

村有住宅（赤井川地区）解体
工事

　

国
立
公
園
、
国
定
公
園
及
び

道
立
自
然
公
園
は
、
す
ぐ
れ
た

自
然
の
風
景
地
を
保
護
す
る
た

め
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
自
然
公
園
区
域
内
で

の
産
業
活
動
な
ど
に
伴
う
行
為

に
対
し
て
は
、
様
々
な
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
行
為

を
行
う
場
合
は
、
許
可
や
届
出

が
必
要
で
す
。

〇
建
物
や
道
路
な
ど
の
工
作
物

　

の
新
築
や
増
・
改
築

〇
木
竹
の
伐
採
や
高
山
植
物
の

　

採
取

〇
土
や
砂
利
な
ど
の
採
取

〇
看
板
や
記
念
碑
な
ど
の
広
告

　

物
の
設
置

〇
土
地
の
形
状
を
変
え
る
行
為 

　

な
ど

　

ま
た
、
自
然
公
園
の
一
部
に

は
、
動
植
物
の
生
息
・
生
育
環

境
へ
の
悪
影
響
を
防
止
す
る
た

め
自
動
車
や
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
、

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
の
乗
り

入
れ
が
規
制
さ
れ
て
い
る
地
区

が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
環
境
生
活
部
環
境
局
自
然
環

　

境
課
公
園
保
全
係

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
２
０
４

〇
各
総
合
振
興
局
・
振
興
局
保

　

健
環
境
部
環
境
生
活
課

自
然
公
園
内
の
規
制

建　築

字赤井川・字都

村道等除雪業務

村道草刈及び維持作業業務

字赤井川

村内全域

村内全域

字赤井川

随意契約

指名競争入札

随意契約

一般競争入札

随意契約

村営中央団地個別改善改修工事

５月下旬

５月中旬

４月中旬

７月下旬

５月下旬

５月中旬

１１月初旬

４月中旬

３月下旬

建　築

建　築

維　持

維　持

維　持

維　持

維　持

維　持

５ヶ月

７ヶ月

１１ヶ月

５ヶ月

８ヶ月

３ヶ月

１２ヶ月

１２ヶ月

１２ヶ月

一般競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

下水道施設更新実施設計

３０棟１１６戸

簡易水道事業法適化

下水道事業法適化

１棟1戸

村内全域

村内全域

村内全域

字赤井川・字都
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お知らせ伝言板

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女

子
）・
一
般
幹
部
候
補
生
（
一

般
・
歯
科
・
薬
剤
）・
医
科
・

歯
科
幹
部
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

万
全
に
し
て
説
明
会
を
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

■
日
時

　

５
月
18
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

令
和
４
年
度
調
理
師

試
験
の
実
施

　

令
和
4
年
度
調
理
師
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日
時

　

８
月
25
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
試
験
地

　

札
幌
市
（
後
志
圏
域
在
住
の

　

方
は
札
幌
市
が
試
験
地
と
な

　

り
ま
す
。）

■
受
験
料

　

６
，
９
０
０
円
に
相
当
す
る

　

額
面
の
北
海
道
収
入
証
紙

■
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

　

食
文
化
概
論
、
公
衆
衛
生
学
、

　

栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛

　

生
学
及
び
調
理
理
論
に
つ
い

　

て
の
筆
記
試
験

■
受
験
資
格

　

学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法

　

律
第
26
号
）
第
57
条
に
規
定

　

す
る
者
（
調
理
師
法
附
則
第

　

３
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
教

　

育
法
第
57
条
に
規
定
す
る
者

　

と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。）

　

で
あ
っ
て
、
多
数
人
に
対
し

　

て
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与

　

す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院

　

等
の
施
設
又
は
食
品
衛
生
法

　

施
行
令
（
昭
和
28
年
政
令
第

　

２
２
９
号
）
第
35
条
第
１
号

　
（
飲
食
店
営
業
）、第
14
号（
魚

　

介
類
販
売
業
）、
第
32
号
（
そ

　

う
ざ
い
製
造
業
）、第
26
号（
複

　

合
型
そ
う
ざ
い
製
造
業
）
に

　

掲
げ
る
営
業
に
お
い
て
令
和

　

4
年
５
月
20
日
ま
で
に
２
年

　

以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し

　

た
者
。

■
願
書
受
付
期
間

　
５
月
９
日（
月
）～
５
月
20
日（
金
）

■
提
出
書
類

〇
調
理
師
試
験
受
験
願
書

〇
調
理
師
試
験
受
験
者
整
理
カ

　

ー
ド

〇
調
理
師
試
験
入
力
通
知
書

　

各
１
部

■
受
験
案
内
（
願
書
）
配
布
場
所

　

各
保
健
所
・
支
所
で
配
布
す

　

る
ほ
か
、
北
海
道
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

■
受
験
願
書
提
出
先
・
お
問
い

　

合
わ
せ

○
北
海
道
倶
知
安
保
健
所
企
画

　

総
務
課
企
画
係

　

〒
０
４
４

－
０
０
０
１

　

虻
田
郡
倶
知
安
町
北
１
条
東

　

２
丁
目

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
９
５
２

○
北
海
道
倶
知
安
保
健
所
余
市

　

地
域
保
健
支
所

　

〒
０
４
６

－

０
０
１
５

　

余
市
郡
余
市
町
朝
日
町
12
番
地

　

℡
２
３

－

３
１
０
４

○
北
海
道
岩
内
保
健
所
企
画
総

　

務
課
企
画
係

　

〒
０
４
５

－

０
０
２
２

　
岩
内
郡
岩
内
町
清
住
２
５
２

－

１

　

℡
０
１
３
５

－

６
２

－

１
５
３
７

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇ 

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇ 

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇ 

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※ 

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※ 

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇ 

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

５
月
の
気
象
情
報

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

自
衛
官
募
集

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2022.3.18 0.038 晴れ
3.22 0.044 くもり
3.25 0.043 くもり
3.29 0.044 くもり
4.1 0.039 くもり
4.5 0.040 晴れ
4.8 0.050 くもり
4.12 0.053 くもり

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。
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INFORMATION

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 １，０３３ ６９ １，１０２ △１０

男 ５２０ ３７ ５５７ △６

女 ５１３ ３２ ５４５ △４

世帯数 ５４３ ６１ ６０９ △１０

※令和４年３月31日現在

住
民
の
ま
ど

 〈
３
月
15
日
～
４
月
14
日
届
出
〉

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

お
名
前　

月
・
日
（
ご
両
親
）
区
会

塚
原　

仁に
き
ち吉

く
ん　

４
・
１　

常
盤

（
塚
原　

聡
さ
ん

・
美
幸
さ
ん
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会 

森
脇　

敏
子
さ
ん　

79
歳　
１
町
内

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

 

〈
３
月
15
日
～
４
月
14
日
〉

（
３
月
）

15
日
◇
赤
井
川
中
学
校
卒
業
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

16
日
◇
総
合
教
育
会
議
／
字
赤

　
　
　

井
川

18
日
◇
村
内
小
学
校
卒
業
式
／

　
　
　

字
赤
井
川
・
字
都

21
日
◇
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　

救
急
車
目
録
受
領
／
福

　
　
　

島
県
／
～
22
日

24
日
◇
悠
楽
学
園
大
学
修
了
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
村
内
小
中
学
校
転
出
教

　
　
　

員
挨
拶
／
字
赤
井
川

25
日
◇
第
２
回
赤
井
川
村
議
会

　
　
　

臨
時
会
／
字
赤
井
川

　
　

◇
「
む
ら
バ
ス
」
納
車
安

　
　
　

全
祈
願
祭
／
道
の
駅
あ

　
　
　

か
い
が
わ

27
日
◇
赤
井
川
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ

　
　
　

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

　
　
　

大
会
／
字
常
盤

28
日
◇
後
志
広
域
連
合
長
選
挙

　
　
　

／
倶
知
安
町

　
　

◇
入
札
・
見
積
合
せ
／
字

　
　
　

赤
井
川

29
日
◇
広
域
防
災
連
携
に
関
す

　
　
　

る
協
定
締
結
式
／
余
市

　
　
　

町

30
日
◇
商
工
会
長
・
観
光
協
会

　
　
　

長
来
庁
懇
談
／
字
赤
井

　
　
　

川

　
　

◇
も
み
じ
祭
実
行
委
員
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

31
日
◇
小
樽
道
路
事
務
所
長
離

　
　
　

任
挨
拶
／
字
赤
井
川

　
　

◇
医
療
法
人
社
団
白
樺
会

　
　
　

理
事
長
来
庁
／
字
赤
井

　
　
　

川

　
　

◇
北
海
道
中
央
バ
ス
感
謝

　
　
　

状
贈
呈
式
／
道
の
駅
あ

　
　
　

か
い
が
わ

（
４
月
）

１
日
◇
職
員
辞
令
交
付
・
訓
示

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
新
消
防
団
長
着
任
挨
拶

　
　
　

／
字
赤
井
川

４
日
◇
北
後
志
消
防
組
合
職
員

　
　
　

異
動
挨
拶
／
字
赤
井
川

　
　

◇
村
内
小
中
学
校
転
入
教

　
　
　

職
員
挨
拶
／
字
赤
井
川

５
日
◇
日
本
農
業
新
聞
取
材
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建

　
　
　

設
・
運
輸
施
設
整
備
支

　
　
　

援
機
構
職
員
着
任
挨
拶

　
　
　

／
字
赤
井
川

６
日
◇
村
内
小
学
校
入
学
式
／

　
　
　

字
赤
井
川
・
字
都

　
　

◇
後
志
総
合
振
興
局
職
員

　
　
　

着
任
挨
拶
／
字
赤
井
川

　
　

◇
小
樽
開
発
建
設
部
次
長

　
　
　

着
任
挨
拶
／
字
赤
井
川

７
日
◇
赤
井
川
中
学
校
入
学
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
余
市
警
察
署
長
着
任
挨

　
　
　

拶
／
字
赤
井
川

　
　

◇
小
樽
道
路
事
務
所
長
着

　
　
　

任
挨
拶
／
字
赤
井
川

８
日
◇
後
志
総
合
振
興
局
農
村

　
　
　

振
興
課
長
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
余
市
地
方
食
生
活
改
善

　
　
　

推
進
委
員
協
議
会
終
了

　
　
　

総
会
／
余
市
町

12
日
◇
入
札
・
見
積
合
せ
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
陸
上
自
衛
隊
第
11
特
科

　
　
　

隊
長
着
任
挨
拶
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
赤
井
川
村
食
生
活
改
善

　
　
　

推
進
員
会
終
了
総
会
／

　
　
　

字
赤
井
川

13
日
◇
道
の
駅
連
絡
協
議
会
事

　
　
　

務
局
来
庁
／
字
赤
井
川

14
日
◇
北
海
道
横
断
自
動
車
道

　
　
　

勉
強
会
／
東
京
都
／
～

　
　
　

15
日

２
日
◇
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
策

　
　
　

定
業
務
検
定

　
　

◇
確
定
申
告
／
～
15
日

３
日
◇
議
会
運
営
委
員
会

４
日
◇
水
道
・
下
水
道
検
定

８
日
◇
第
１
回
赤
井
川
村
議
会

　
　
　

定
例
会
／
～
10
日

15
日
◇
赤
井
川
村
特
別
支
援
教

　
　
　

育
連
携
会
議

16
日
◇
赤
井
川
村
総
合
教
育
会
議

　
　

◇
社
会
教
育
委
員
会
議

17
日
◇
土
木
業
務
検
定

23
日
◇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
議

23
日
◇
農
林
業
活
性
化
推
進
協

　
　
　

議
会
事
務
局
会
議

25
日
◇
第
２
回
赤
井
川
村
議
会

　
　
　

臨
時
会

　
　

◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

　
　

◇
教
育
委
員
会
議

28
日
◇
第
22
回
農
業
委
員
会
総
会

29
日
◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　
　
　

員
会

30
日
◇
も
み
じ
祭
実
行
委
員
会

31
日
◇
水
道
・
下
水
道
検
定

　
　

◇
道
の
駅
直
売
所
協
議
会

　
　
　

役
員
会

■今月の表紙
　今月の表紙は、都小学校の入学式から
のピカピカの新１年生の写真です。
　新１年生紹介の場面で、担任の先生に
名前を呼ばれ元気に返事をしているところ
です。
　慣れない学校生活に戸惑うこともあるか
と思いますが、優しいお兄さんお姉さんが
きっと助けてくれますよ！

む
ら
の
日
誌（
３
月
）



広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■３月、４月は暖かい日が多く、高く積もっていた雪もいつの間に
か姿を消し、例年より雪解けが早いように感じます。
　さて、紙面でも紹介しましたが、今月より地域おこし協力隊員の
連載がスタートします。お楽しみに！もう１点、村内全域で光回線
が使用できるようになりました。今はあらゆるものがインターネッ
トに繋がる時代。。。便利になりましたが、その分、目は悪くなりま
した（笑）（K）

【発行情報】広報あかいがわ2022年5月号（№684）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地２
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

赤井川村写真館～赤井川の四季～

2022年3月31日：北海道中央バス「赤井川線」79年の歴史に幕、2022年4月1日：地域公共交通バス「むらバス」運行開始
撮影：総務課総務係　場所：赤井川村内・余市町　撮影日：2022年3月31日、2022年4月1日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

到着後のバスの車内で、村長より北海道中央バス(株)余市営業所へ
感謝状を贈呈いたしました。

3月31日、最終便（午後6時20分余市駅発～午後6時57分道の駅あか
いがわ着）が道の駅あかいがわに到着しました。

「むらバス」の始発便が、午前6時45分に余市駅に到着しました。

4月1日、「むらバス」始発便（午前6時20分セイコーマート前に停車）
に乗車する様子です。


